
 

●第４回建設ワークショップ 

 テーマ「複合交流センター内の施設の配置を見てみよう！」 
 

 

平成２１年１０月２３日（金）第４回建設ワークショップが「昼の部」１４名、 

「夜の部」１４名の皆さんにご参加をいただき、開催されました。 

  

今回のテーマは「複合交流センター内の施設の配置を見てみよう」 

基本設計を担当するＪＲ東日本建築設計事務所の方から、 

交流センター内の配置を色分けした模型を見せていただきました。 

  

 
  

  

この日のワークショップでは、相生町まちづくり推進協議会の佐藤さんから、協議会の活動など

についてお話しをいただきました。 

相生町商店街の皆さんが協力して、花や緑があふれる街並みをつくっていき、壁面の補修やアー

ケードの撤去をすすめ、生涯現役でいられる元気な待ちづくりを目指すという内容でした。 

  

続いて、ＪＲ東日本建築設計事務所の方より、前回のおさらいとして５つのコンセプトの再説明

（第 2回ワークショップ参照）、平面の配置図、断面図を提案してもらい立体的に建物をイメージしました。 

  

  

－ワークショップの資料として用いたゾーニング案（施設全体の間取り）－ 

  



１階の図書館には児童コーナーが軽井沢寄

りに、上田寄りに一般室、その中間に入口を

設け、入口付近には閲覧スペースがあります。 

入口の先にカウンターがあり、児童、一般

に目が届くような位置にありました。 

カウンター奥に事務スペース、その隣にス

タッフ・ボランティアルーム、倉庫、お手洗

いが並んでいます。フロアの一番奥まったと

ころに閉架書庫を置き事務所が行き来しやす

いようになっていました。 

  

中２階は１階の閉架書庫の上に置かれ書架と閲覧スペースがとられています。 

２階には用途に合わせて仕切れる最大 100人入るの大きな会議室や、コンパクトな会議室、多
目的ホールと様々なイベントに対応できそうな諸室があり、改札口からでたところに観光案内所や

インターネットの利用や休憩ができる交流ゾーンがありました。 

  

屋上階から懐古園や浅間山を楽しめる展望スペースが上田側にあり、フロアの中央に太陽熱利用

スペース、自然の光が館内にはいるように天窓が２箇所、軽井沢側に館全体の空調や電気を管理す

る機械のスペースがありました。 

機械スペースを屋上階に設置することは、できる限り施設を有効利用するという考えによるもの

です。 

  

またイメージパースとよばれる建物の内観を立体的に描いた透視図を、館内のいくつかの視点か

らとらえたものを見ることで、児童室からは電車がこう見える、吹き抜けの上にあるトップライト

（天窓のようなもの）はこんな感じなのかと空間の広さや明るさを実感できました。 

  

各グループでの話し合いでは、フロアごとの具体的な使い方やゾーニング案の感想などについて様々な

意見が出されました。 

 

■昼の部Ａグループの意見 

〔１階〕 

  景色が見通せる感じがいい。 

  ガラス窓だと冬の暖房費が心配。 

〔２階〕 

  会議室でもコンサートが開けるように防音設備を。 

〔屋上階〕 

  外で本を読んでくつろげるような空間に。 

 

 

 

 

 



■昼の部Ｂグループの意見 

このグループから「今までの意見を盛り込んだゾーニング

になっていました」ということでしたが、付け加えるならという

ことで、以下の意見が出されました。 

  

〔１階〕 

  児童コーナー：天井から子ども向けの飾りができる 

  事務スペースから閉架書庫へ行き来しやすい 

〔中２階〕 

  持込パソコンが出来る場所がほしい 

  貸出カウンターが必要 

〔２階〕 

  物産展、本に関連するイベントを開く 

〔屋上階〕 

  景色をみるだけでなく人が集まるフロアにしてほしい 

 

■昼の部Ｃグループの意見 

〔１階〕 

  小諸の気候風土に適した 

  50 年後、100 年後も生きている建物にしてほしい。 

  東西からの出入り口がほしい。 

〔中２階〕 

  中二階の管理の目が届きにくいのではないか？ 

  勉強するときに景色がよさそう。 

〔２階〕 

  天窓から空が見えるのはとてもいい。 

〔屋上階〕 

  雪害対策をきちんとしてほしい。 

  屋上にも緑がほしい。 

  

  

■夜の部Ａグループの意見 

〔建物全体〕 

相生町、懐古園との調和がとれるような建物にしてほしい。 

〔２階〕 

どこかに食べるところがほしい。 

〔屋上階〕 

採光のための窓は館内の温度管理に影響はないか？ 

ビアガーデン、ミニスポーツを開きたい。 

  

 

 



■夜の部Ｂグループの意見 

〔１階〕 

以前出した水槽の設置について 

Ａ：生簀（いけす）ほどの大きなものでなければ備品として市と今

後相談 

〔中２階〕 

１階から上がる広い階段で、一つのスペースとして使いたい。 

〔２階〕 

自販機ではなく喫茶コーナーがほしい 

〔屋上階〕 

小学生の意見：展望スペースで東屋をつくって足湯スポットを 

Ａ：太陽光で可能。メンテナンスの面で検討、検証中 

 

 

■夜の部Ｃグループの意見  

〔１階〕 

１階←→中二階←→２階へ行き来が出来る。セキュリティが心

配。 

１階の声、音が中二階に届かない工夫を。 

〔中２階〕 

吹き抜けがあるのはいいが、上にいる人の気配が気にならな

いか心配。 

〔２階〕 

交流ゾーンに貸出をしない新聞や雑誌などを置いてほしい。 

  

 

 

 

 

 

＊－－－－－－－－－－＊－－－－－－－－－－－＊－－－－－－－－－－＊ 

 エコロジー・エネルギー研究会の皆さんの意見 

50 年、100 年使っていける建物にするためには本物を使うこと。 

今の時点で 100 年後も残っているエネルギーとは太陽の光。 

それを上手に活用していくことが課題参加した皆さんからは、配置の一歩先の細かい意見が多く出されま

した。あるグループの発表のとき「私たちの意見がおおむね盛り込まれていた」との感想をいただき、ワー

クショップを通じて市民の皆さんとの協働が一歩進んだことを嬉しく思いました。 

今後も皆さんといっしょに新しい図書館に向けて・・・。 

 


